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バスケットボ ー ル競技における

スクリ ー ンプレ ー の研究

荻 田 亮 l} ，渡 辺 志 ＂ ，松 永 智見嶋

The study of screen-play in basketball 

Akira OGITA n , Hitoshi WATANABE叫

Satoshi MATSUNAGA 2>, Izumo SHIMADA 1>

田 出 雲 1)

（平成 8 年12月 21 日受付）

緒 言 など，

バスケットボ ー ル競技とは， 集団がチ ー ムを作

1 個のボ ー ルを媒介にしり攻撃と防御に分かれ，

てコ ー トを往復しながら個人的技能や集団的技能

によって得点したり， 得点を阻止したりして， 勝

敗を争うゲ ー ムである 5)
0 

いて， 集団性， 対人性，

としてあげられ，

1 対 1

とその防御側プレ ー ヤ ーや，

ンや， ドリプルモ ー ション，

また， その競技にお

ショットが本質的な特性

その中でもショットというもの

は最終的な目標とされている” 。

従来， バスケットポ ー ル競技の攻防において，

（ポ ー ルを保持している攻撃側プレ ー ヤ ー

ポ ー ルを保持しない

攻撃側プレ ー ヤ ー とその防御側プレ ー ヤ ー ）の攻

防が原点といわれてきたが＂八 バスケットボ ー ル

競技の本質が集団性にあるということから，

2や3対3などの集団を単位とした攻防を捉える

2対

必要がある。 また， バスケットボ ー ル競技におい

て要求される攻撃技術においても， パスモ ー ショ

ショットモ ー ション

1人の単位で行う個人の基本技術を向上さ

せるためのものだけではなく， 集団攻繋戦術に結

びつく「動きの技術」が重要であるとされてい

る13
) 。 さらに， バスケットボ ー ル競技は攻撃が50

％， 防御が50％のフィフティ ・ フィフティのゲ ー

ムであるため， 得点と失点やプレ ー の確率（成功

率）が勝敗を左右するゲ ー ムである1
-0 。 さらに，

空間の支配や数的優位が重要な概念とされる集団

スポ ー ツであることから， バスケットボ ー ル競技

の攻撃においては集団における戦術行動により，

空間を支配し， あるいは数的優位な状況を作り出

し， 容易に確率の高いショットを行うということ

が勝敗に大きく関与している12)
0 

ショットを容易に行うための集団攻撃戦術とし

て今日では多種多様な組織的で計画的な集団攻撃

戦術が考案されている。 これは， それぞれのチ ー

ムにおける身体的特性や個人的技術などが考慮さ

れているものであり， 数多くのチ ー ムにおいて，

組織的な戦術として実践されている。

スポ ー ツ実践科学叫健康運動科学 2)
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これらの集団攻撃戦術の多くには様々なスクリー

ンプレー が随所に含まれている。スクリーンプレー

とは，攻撃側プレー ヤ ー の 2 人ないし 3 人による

合法的な協力（技術）によって，防御側プレー ヤ ー

の1人の進路を遮断するプレーである 4) 。その目

的は攻撃側プレー ヤ ー と防御側プレー ヤ ー の対峙

を打破しながら攻撃のための空間支配や，数的優

位すなわちアウトナンバーを作り出し，ドライプ・

インやカット・イン， そして最終的な目標である

ショットを容易にさせるためのものである。スク

リ ー ンプレーは，ひとつの地域にオフェンスとディ

フェンスの4人以上が密集するため高度な技術で

あるとされているが見様々なチ ー ムの集団攻撃

戦術において，容易にショットを行うという目標

のためや効果的なアウトナンバ ー を作り出すとい

う目的のため，組織的，計画的にスクリーンプレー

が多用されていることが現状である。すなわち，

スクリー ンプレー は， オフェンスとディフェンス

の対峙を打破し，攻撃のための空間を支配するこ

とができるプレー であり，数多くのチ ー ムの攻撃

で実践されている集団攻撃戦術である。

バスケットポ ー ル競技の攻撃における集団攻撃

戦術において，スクリー ンプレー は重要な要素で

あり， そのスクリ ー ンプレー を分析することはバ

スケットポ ー ル競技における集団攻撃戦術の重要

な研究課題のひとつである。

また，先述のようにバスケットボ ー ル競技は空

間支配のゲ ー ムと言われており， 空間や地域を支

配することが重要とされていることから，いかな

る集団攻撃戦術を考案するうえにおいても，空間

支配の概念は欠かせないものである。そのため，

リング下近くの地域やリング下から離れた地域な

ど，コ ー ト上の様々な地域によって，使用される

技術や戦術も異なってくる。つまり地域特性の概

念をふまえたうえでコ ート上の種々の地域を分割

し， それぞれの地域で行われる集団戦術行動を分

折することは有効的な攻撃を遂行する上において

重要であると考えられる。

本研究では， パスケットボ ー ル競技中にフロン

トコ ートで行われるスクリ ー ンプレ ー に着目し，

種々なスクリ ー ンプレー を分類し， その使用地域

を分析することにより組織的な集団攻撃戦術の指

導における一指針を得ようとするものである。

方 法

調査の対象として，大学生男子全国大会より，

上位チ ー ムの対戦による5試合(10チ ー ム）を抽

出した。抽出した公式競技をビデオカメラで競技

開始より終了まで収録し，調査を行った。収録し

た競技中にフロントコ ー トで行われたスクリ ー ン

プレー を対象とし， その分類と使用地域について

調査・分析を行った。

スクリ ー ンプレー の分類については， バスケッ

トボ ー ル競技のスクリ ー ンプレー に関する先行研

究 2) 6) 14) を参考に，以下の8種類に分類した（図
1 - a ~ h) 。

a. イン・サイド・スクリ ー ン系

ポ ー ルを保持している攻撃側プレー ヤ ー に対

峙する防御側プレ ー ヤ ー の予定進路を遮断す

る動き。

b. アウト・サイド・スクリ ー ン系

ポ ー ルを保持している攻撃側プレー ヤ ー の外

側でパスをレシ ー プすることにより，ボ ー ル

を保持している攻撃側プレー ヤ ー がスクリナ ー

（ 防御側プレー ヤ ー の予定進路を遮断するプ

レー ヤ ー ）となる動き。

C. ダウン・スクリ ー ン系

コ ー トを縦にリング下方向に動く攻撃側プレー

ヤ ー がスクリナ ー となる動き。

d. アウェイ・スクリ ー ン系

ボ ー ルから遠ざかるようにして，防御側プレー

ヤ ー の予定進路を遮断する動き。
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図1 - a ィン・サイド・ スクリ ーン· 図1 - b アウト・サイド・スクリ ーン·

． 

図1 - C ダウン・スクリ ーン· 図1 - d アウェイ・スクリ ーン·

． 

図1 - e バック・スクリ ーン· 図1 -f クロス・スクリ ーン·
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図1 - g ダプル・スクリーン· 図1 - h トリプル・スクリー ン·

（注釈う

攻撃側プレ ー ヤ ー
゜

●

□

ポ ー ルを保持している攻撃側プレ ー ヤ ー

防御側プレ ー ヤ ー

プレ ー ヤ ー の動き

防御側プレ ー ヤ ー の予定進路を遮断する動き

e. バック・スクリ ー ン系

対峙している防御プレ ー ヤ ー の後方からスク

リ ー ンプレ ー を行う動き。

f. 

g. 

h. 

クロス・スクリ ー ン系

コ ー トを横に移動し防御側プレ ー・ヤ ー の予定

進路を遮断する動き。

ダプル・スクリ ー ン系

2人の攻撃側プレ ー ヤ ー が二重にスクリナ ー

となる動き。

トリプル・スクリ ー ン系

3人の攻槃側プレ ー ヤ ー が三重にスクリナ ー

となる動き。

資料の解析には母比率の差の検定を行い， 有意

水準を5％に設定した。

，

 

7

フロントコ ートの地域分割については， バスケッ

トポ ー ルの指導法に関する先行研究12) 16) I" を参考

に 9 地域に分割した（図 2) 。 スクリ ー ンプレ ー

を行った地域は， スクリナ ー がスクリ ー ンをセッ
図2 フロントコ ー トの地域分割

トした地域とした。
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a b c d e f g h

図3 使用されるスクリ ー ンプレ ー の種類別割合

a イン ・サイド・スクリ ーン
b アウト・サイド・スクリ ーン
C ダウン・スクリ ーン
d アウェイ・スクリ ーン

e バック・ スクリーン
f クロス・スクリーン
g ダプル・スクリーン
h トリプル・スクリ ーン

結果および考察

1〉スクリー ンプレ ー の種類について

競技中にフロン トコ ー トで使用されたスクリー

ンプレ ー の種類についての割合は， ダウン ・ スク

リー ン(29.3%)， バ ック ・ ス クリー ン(23.8%),

イン ・ サイド・ ス クリー ン(14.8%)， アウェイ・

スクリ ー ン(11.4%), アウト ・ サイド・ ス クリー

ン(9.9%)， クロス ・ ス クリ ー ン(7.8%)， ダ

プル ・ スクリー ン(3.0%) の順で使用されてお

り， トリプル ・ ス クリー ンは 使用されていなかっ

た（図3) 。

ダウン ・ スクリー ンの割合は， バ ック ・ スクリー

ンの割合とは有意な差が認められなかったものの，

他の全ての ス クリ ー ンプレ ー の割合と比較すると

有意に高い割合であった。 バ ック・ ス クリー ンの

割合 に関して もダウン。 スクリー ン， イン。サイ

ド ・ ス クリー ンとは有意な差が認められなかった

が， 他の スクリ ー ンプレ ーと比較すると有意な差

が認められた。 アウェイ ・ ス クリ ー ン， イン ・サ

イド。 ス クリーン， クロス・ ス クリー ンはそれぞ

表1 使用されるスクリ ー ンプレーの種類別割合の差の検定

a b C d e f g h 
a NS ＊ NS NS NS ＊ ＊ 

b ＊ NS ＊ NS NS ＊ 

C ＊ NS ＊ ＊ ＊ 
d ＊ NS NS ＊ 
e ＊ ＊ ＊ 
f NS ＊ 

g ＊ 
h 

NS 有意差無し ＊ P<0.05 

れについて有意な差が認められなかった（表1)。

これら のことより， ス クリー ンプレ ーを使って

の攻撃行動としては， ダウン ・ ス クリー ン， バ ッ

ク ・ スクリー ンが多く行われており一般的な集団

攻撃戦術として使用されていることが示唆された。

ダウンスクリー ンは， ボ ー ルを保持しない攻撃

側プレ ー ヤ ー がコ ー トを縦にリング方向へ動いて

防御側プレ ー ヤ ーの予定進路を遮断し， ス クリー

ンを利用して動こうとする攻撃側プレ ー ヤ ー （ス

クリーン。ユ ー ザ ー ）はリングから離れるように
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威の地域であり， 容易な得点に直接結びつく

機会が多くあるからであると推察される。 以

上の結果集団攻撃戦術の一つとしてのスク

リーンプレ ー 活用の地域としては， リング下

近くの地域（ポジション 2) ， フロントコ ー

ト中心の地域（ポジション5)が重要な地域

であることを示唆しているだろう。
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